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 NHKドラマ「利家とまつ」にちなんで，東大の赤門

とか，駒場公園とかが前田家ゆかりのものとして知ら

れているが，それらとは違って戦塵の匂の漂うのが，

東京の郊外にある八王子城跡（ＪＲ中央線高尾駅又は

京王帝都電鉄高尾駅下車）。八王子城は戦国時代の終り

頃建てられた山城であったが，豊臣秀吉の軍勢に 2方

より攻められ天正 8年（1590年）6月23 日，僅か 1日

にして落城。その攻め方の一方が前田利家軍で，その

攻撃ルートが現在の登山道。当時の城主北条氏照（1590

年 7月，小田原城にて切腹）は，小田原にあって不在

であったが，家老がよく守り，利家軍も苦戦したらし

い。当時の石垣やら井戸等が残っている。昔の人は，

急な山道を重い甲冑を着けてかけ登り，而もその上で

よく戦ったものと実感する（一昔前，私自身昭和刀な

る重い軍刀を振り回し，人斬りの真似ごとをやらされ

たことがあるので）。 

 現在，古道から御主殿にかけてきれいに整備され，

昔の 俤
おもかげ

を偲ぶよすがとなる。御主殿の滝には，城に

あった女性等が身を投げた。一群の女性達は懐剣を胸

に，緑に映える清流を朱色に染めたと言い伝えられて

いる。 

 登山口手前の丘の上に北条氏照墓なるものがあるが，

これは慰霊塔。その隣にあるのは家老（本丸で切腹）

の墓。奥の方に散在していた多数の家臣共の墓碑は今

はない。 

 昨年まで通っていたバスも廃止されたので，高尾北

口から出るバスを利用するとしても，霊園前（霊園正

門ではない）で途中下車して後は徒歩しかない。徒歩

で行くとすれば，駅から高尾街道（多摩御陵と林野庁

研修所との間の道）を抜け，霊園前バス停を左折，登

山口まで約45分（約3㎞）。更に本丸のあった山頂まで

約40分。 
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